様式１
令和　　年　　月　　日

愛知県知事　殿

住　　所

法人名

代表者
職・氏名　　　　　　　　　　　　　　

地域生活体験モデル事業企画提案書

１　法人の概要等
	法人の概要
	名称
	

	
	事業目的
（活動の概要）
	

	
	運営する事業所の名称・種別等
	

	
	法人決算額
	　　　　年度　　　　　　　　　　　　　　　　円

	連絡担当者
	事業所名
	

	
	住所
	〒


	
	電話番号
	電　話
ＦＡＸ

	
	メールアドレス
	

	
	連絡可能時間等
	



２　現状把握・分析
	地域生活移行
及び継続
の必要性
	

	推進するための
課題等
	

	事業の
目的・ねらい
	


※「地域生活移行及び継続の必要性」欄には、障害福祉計画で定める福祉施設入所者の地域生活への移行及び在宅障害者の地域生活の継続の趣旨（必要性）を記入してください。
※「推進するための課題等」欄には、地域生活への移行及び継続を推進する上での課題及び推進のために必要なことを記入してください。
※「事業の目的・ねらい」欄には、必要性や課題等を踏まえ、企画提案がどのような目的（ねらい）を持つのかを記入してください。

３　企画提案の内容
（１）出前講座候補先の選定基準・方法











※　出前講座をどのような施設、学校等で開催するか、候補先の選定基準及び方法を記入してください。

（２）体験事業の参加定員数
※　当該事業の参加定員数を記入してください。
	参加定員数
	延べ　　人






（３）体験事業の実施予定場所
	実施場所の名称
	住　　　　　所
	備　　　　　考

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※　体験事業の実施予定場所をすべて記入してください。また、複数の場所で実施する場合は、備考欄に理由（実施場所ごとの対象者等）を記入してください。なお、参加者の自宅で実施する場合は、住所の記載は不要です。

（４）対象としない障害種別等
	身体障害
	知的障害
	精神障害
	発達障害
	難病患者
	医療的ケア

	
	
	
	
	
	

	（理由）







※　対象としない障害種別等に×を付け、その理由を記入してください。


（５）事業のスケジュール
	時　期
	内　　　容

	令和８年４月
	契約締結

	
	

	
	

	
	

	
	

	令和　年　月
	事業完了報告書の提出


※　体験実施前の参加者の募集から実施後のフォローまでの事業のスケジュールについて、少なくとも、「参加者の募集開始時期」、「体験事業の実施期間」「事業実施後の事後フォロー等の実施時期」が分かるよう記入してください。
※　遅くとも、当該年度の３月末日までに事業完了報告書が提出できるようにしてください。

（６）体験事業の内容
	


※　提案する体験事業の内容（体験中の行程（集合～解散）、移動手段、日中活動や余暇活動、オリエンテーション等）や体験事業の基本スケジュールを具体的に記入してください。


（７）関係機関等との連携方策
	連携する
機関・団体名
	

	具体的な
連携方策
	

	連携により期待される効果等
	


※　事業の実施にあたり、連携する機関・団体名や連携方策、連携により期待される効果等を具体的に記入してください。

（８）体験後の事後フォローの内容
	















※　事業実施後、参加者に対してどのような調査、支援を行うのか、具体的に記入してください。

（９）事業効果及び到達目標
	事業効果
	

	到達目標
	


※「事業効果」欄には、本事業により、どのような効果が期待されるか記入してください。
※「到達目標」欄には、本事業により、「２　現状把握・分析」で示した課題等をどの程度解消できるのか、また、事業終了時の評価基準（可能であれば数値目標）を記入してください。

（１０）市町村アドバイス事業の内容
	具体的方策
（案）
	

	到達目標
	





４　応募者の強み
	


※　事業の企画にあたり、応募者の特性等（職種、事業内容、実績等）を活かした独自の要素があれば、記入してください。


５　当該事業の実施体制
（１）コーディネーター
	役　職
	氏　名
	従事日数及び時間数（概算）

	
	
	　　日×　　　　時間

	（経歴）







（２）本事業に従事する（１）以外のスタッフ（応募事業者内）
	役職
	氏名
	当該事業での役割
	従事日数及び時間数（概算）

	
	
	
	　　日×　　　　時間

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※　必要に応じて行を加えてください。

（３）この事業に従事する外部のスタッフ（応募事業者外）
	氏名
	所属
	当該事業での役割

	
	
	

	
	
	


※　事業の実施にあたり、謝金の支払いが必要となる講師等を呼ぶ予定があれば、記入し、氏名等が未定の場合は「未定」としてください。
※　必要に応じて行を加えてください。

（４）体験中の支援員の配置体制
	支援員の
配置体制
	

	支援員の
確保方策
	


※「支援員の配置体制」欄には、参加者１人あたりに対する日中・夜間の支援員の配置人数、体制等について具体的に記入してください。また、見守りとする場合があれば、その対象及び方法を記入してください。
※「支援員の確保方策」欄には、本事業を実施するために必要な支援員の確保の方策について記入してください。
６　事業費の積算
	区　分
	見積額
（単位：円）
	積算根拠

	謝金
	
	出前講座講師謝金（氏名又は所属等）　○円×△回＝○○円

	旅費
	
	出前講座　○円×△箇所＝○○円
事前調整　○円×△箇所＝○○円
事後調査　○円×△箇所＝○○円

	通信費
	
	チラシ発送　○円×△△箇所＝○○円
電話代　○円×□□ヶ月＝○○円

	使用料及び
賃借料
	
	宿泊料　○円×◎人＝○○円

	印刷費
	
	参加者募集チラシ　○円×◆部
出前講座資料　　○円×◆部

	人件費
	
	コーディネーター　○円×△日×◎人＝○○円
支援員（日中）時給○円×□時間×△日×◎人＝○○円
支援員（夜間）時給○円×□時間×△日×◎人＝○○円
調査員　○円×△日×◎人＝○○円

	消耗品費
	
	参加者用生活用品　○円×◎人＝○○円

	外出支援費
	
	昼食代　○円×○人＝○○円
交通費　○円×○人＝○○円
入場料　○円×○人＝○○円

	保険料
	
	体験中の参加者の保険　○円×◎人＝○○円

	小計
	
	

	税
	
	小計×10％

	計
	
	※公募要領に定める契約金限度額を超えないようにしてください。


※　「区分」欄には、事業の実施に直接必要となる経費の費目（謝金、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、賃借料、事業実施のための人件費等）を記入してください。
※　「積算根拠」欄には、活動内容が事業費の積算から裏付けできるよう、具体的に内訳（単価や回数等）を記入してください。
※　３万円以上の備品（パソコンなど）等財産を取得するための経費は、必要経費として認められません。

【注意事項】
(1) 企画提案書は、Ａ４判（縦長）の用紙で作成してください。
(2) 企画提案書は、５部（正本１部、副本４部）提出してください。
(3) 企画提案書の正本には、次の書類を添付してください。
・法人の定款（会則）
・役員名簿
・事業を実施する年度（未作成の場合は、企画提案書を提出する年度）の事業計画書及び収支予算書
・社会的価値の実現に資する取組に関する申告書（別紙様式）		


様式２
令和　　年　　月　　日

愛知県知事　大村　秀章　殿


　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人等名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　


「地域生活体験モデル事業」企画提案参加辞退届


「地域生活体験モデル事業」企画提案の参加を下記の理由により辞退します。

記
○辞退理由






様式3

「地域生活体験モデル事業」質問書

	所属（部署名）
	

	担当者役職・氏名
	

	電話
	

	ファックス
	

	メールアドレス
	












	該当箇所
	質問事項
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